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盛岡市総合アリーナ指定管理者仕様書 

 

 盛岡市総合アリーナ（以下「総合アリーナ」という。）の指定管理者が行う業務の内容及びその範囲

は、この仕様書によるものとします。 

 

Ⅰ 基本的事項 

１ 業務目的 

  本業務は、市民の平等な利用の確保を図るとともに、「スポーツをはじめとする多様な催しの場

を提供する施設」という総合アリーナの設置目的を、効果的かつ効率的に達成することができるよ

う、事業計画に基づき適正に管理することを目的とします。 

  また、総合アリーナの運営に当たっては、「盛岡市スポーツ推進計画」を始めとする盛岡市（以下

「市」という。）の各種計画の達成に資するとともに、盛岡広域圏が一体となって行うスポーツツー

リズムの推進に寄与するべき施設であることを理解の上、業務にあたるものとします。 

 

２ 管理運営の基本事項 

 (1) 関係法令及び条例の規定を遵守すること。 

 (2) 施設設備及び備品の維持管理を適切に行うこと。 

 (3) 業務に関連して取得した利用者等の個人に関する情報を適切に取り扱うこと。 

 (4) 公の施設であることを常に念頭において、施設の利用に関し公平性を確保すること。 

 (5) 利用者の意見を管理運営に反映させ、利用者の満足度を高めていくこと。 

 (6) 予算の執行に当たっては、事業計画書、執行計画書に基づき適正かつ効率的運営を行うこと。 

 (7) 効率的な施設の管理運営を行い、経費の節減に努めること。 

 (8) 近隣住民や関係機関との良好な関係を維持すること。 

 (9) ごみの削減、省エネルギー、 CO２削減等、環境に配慮した運営を行うこと。 

 

３ 自主事業の考え方 

  自主事業は、次の事項を遵守するものとします。当該施設の機能を十分に発揮できるよう、積極

的な事業展開を行ってください。 

 (1) 指定管理者は、施設内で行う自主事業について、施設の設置目的を果たすために、施設利用許

可基準の範囲内で指定管理者の創意工夫で事業を行うことができます。 

 (2) 事業は、事業計画に基づき行うこととします。なお、事業計画に変更がある場合は、あらかじ

め市と協議を行うこととします｡ 

 (3) 自主事業を行う場合の施設等の利用に係る利用料金は、指定管理者が負担することとします。 

 (4) 指定管理者が自主事業を行う場合の施設の利用については、一般利用者における施設の利用に

影響がないよう配慮することとします。 

 

４ 開設期間及び使用時間 

  現行の開館時間は、次のとおりとなっていますが、指定管理者の提案により変更することも可能

です。 

 (1) 開設期間 

   通年 
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 (2) 使用時間 

   午前９時から午後９時まで 

   ただし、指定管理者が特に必要があると認めたときは、開館時間を変更することができます。 

 

５ 休館日 

  現行の休館日は、毎月第３火曜日（その日が休日に当たるときは、その翌日）及び１月１日と12

月31日となっていますが、指定管理者の提案により変更することも可能です。 

 

６ 利用許可 

 (1) 利用許可の基準 

   利用許可の基準は、盛岡市総合アリーナ条例、盛岡市総合アリーナ条例施行規則により定めら

れていますが、この他に次の事項に留意してください。 

  ① 施設内で行う物品等の販売等の営利活動については、イベント等で行う一時的なものに限り

ます。ただし、スポーツ競技大会等の際に、主催者以外の業者等が行う競技用品等の販売につ

いては、市が行政財産の目的外使用として許可を行うものとします。 

  ② 大会や公の団体等の利用に配慮するものとします。また、年度の開始前または年度途中にお

いて利用調整を行うものとします。調整の方法については、競技団体等と協議の上、詳細を決

定することとしますが、基本的な考え方は次のとおりです。 

 

優先順位 

市・市教委の主催事業 ＞ 大会（全国）、国・県主催に準ずる事業（全国）、コンベンショ

ン（全国）、プロスポーツ及びコンサート等の興行 ＞ 大会（東北）、国・県主催に準ずる

事業（全国以外）、コンベンション（全国以外） ＞ 大会（県）等 ＞ 大会（市） ＞ 学

校授業 ＞ 自主事業 ＞ 地元団体の貸切 ＞ 合宿利用 ＞ 一般利用 

   ※自主事業の実施に当たっては、地元団体、合宿利用、一般利用に影響の無い範囲で優先する

ものとします。 

   ※市が施策上必要と認める利用については、優先順位が変わる場合があります。 

    

 (2) 暴力団排除への措置 

  ① 公の施設の使用の不許可等について 

    指定管理者は、市が設置した公の施設が暴力団の活動に使用されると認めるときは、当該公

の施設の使用に係る許可その他の処分をせず、又は当該処分を取り消すことができるものとし

ます。 

  ② 利益付与処分に関する措置について 

    指定管理者は、暴力団員等に対し、暴力団の活動を助長し、又は暴力団の運営に資するおそ

れがある許可その他の処分（法令により既に暴力団排除の措置が採られている処分及び前述の

処分を除き、以下「利益付与処分」という。）をしないものとします。 

    また、指定管理者は、利益付与処分を受けた者が暴力団員等に該当することが判明したとき

は、当該利益付与処分を取り消すことができるものとします。 

 (3) 行政財産の目的外使用許可 

   行政財産の目的外使用部分の使用許可及び使用料や光熱水費の徴収については、市が行います。 

  例）主催者以外の業者等が施設内で行うスポーツ競技大会参加者等に対する物販所設置 
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７ サービスの向上 

  施設を清潔に保つとともに、利用者に対するサービスの向上を図り、利用者の増加に努めること

とします。また、各種トラブル、苦情等には、迅速かつ適切に対応することとし、速やかに市に報

告するものとします。 

 

８ 職員配置 

  管理運営業務を実施するため、必要な有資格者等、適正な職員を配置することとします。 

 (1) 管理運営業務を実施するに当たり、必要な資格保有者は次のとおりです。 

  ① 暖房用ボイラー取扱者（２級ボイラー技師） １名以上 

  ② 危険物取扱者（乙種４類） １名 

  ③ 防火管理者（甲種防火管理講習課程修了者） １名 

 (2) 各種業務における責任体制を確立することとします。 

 (3) 職員の勤務体制は、施設の管理運営に支障がないように配慮するとともに、利用者の要望に応

えられるものとします。 

 (4) 職員の資質を高めるため、研修を実施するとともに施設の管理運営に必要な知識と技術の習得

に努めることとします。 

 

９ 法令の遵守 

  施設の管理運営に当たっては、協定書、仕様書のほか、次の各項に掲げる法令等を遵守し行うこ

ととします。 

 (1) 地方自治法、同施行令ほか行政関係法規 

 (2) 労働基準法、労働安全衛生法ほか労働関係法規 

 (3) 消防法 

 (4) 個人情報の保護に関する法律、市情報公開条例、市盛岡市個人情報の保護に関する条例 

 (5) 市総合アリーナ条例、市総合アリーナ条例施行規則 

 (6) フロン排出抑制法ほか環境保護に関する法令  

 (7) その他管理運営を行うに当たり必要な関係法令 

 

10 情報公開 

  施設の管理運営に当たっては、管理運営に係る情報の公開に関し必要な措置を講じることとしま

す。 

 

11 個人情報保護 

  個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）において、指定管理者は、次の義務が課さ

れています。 

 (1) 個人情報の漏えい、滅失及びき損の防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を

講じること。 

 (2) 個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用しないこと。また、正当な理由がな

いのに個人の秘密に属する事項が記録された電算処理個人情報ファイルを提供したり、不正な利

益を図る目的で個人情報を提供し、又は盗用したりしたときは、刑事罰の対象となる。 

 (3) その他【別記４】個人情報取扱事務に係る特記仕様書に記載のとおり。 
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12 危機管理対応 

 (1) 自然災害、人為災害、事故等あらゆる緊急事態、非常事態、不測の事態には、遅滞なく適切な

措置を講じた上、市をはじめ関係機関に通報することとします。 

 (2) 予防対策 

   危機管理体制を構築するとともに、対応マニュアルを作成し、災害時の対応について随時訓練

を行うこととします。 

   また、消防署等から指摘があった場合は、直ちに改善措置を講ずるものとします。 

 (3) 災害時における施設の役割 

   総合アリーナは、盛岡市地域防災計画により、洪水、地震、大規模な火事の際の避難場所並び

に支援物資等集積場所に指定されています。また、岩手県防災拠点配置計画により、広域防災拠

点施設に指定されています。 

 

13 環境への配慮の推進 

  指定管理者は、指定管理業務において省資源・省エネルギーに努めるとともに、廃棄物排出量の

抑制、自然・生活環境の保全を行う等、環境への配慮を行うものとします。 

  また、関係法令や市の計画に基づき、当該施設におけるエネルギー使用量等を管理し、市に報告

するものとします。 

 

14 事業報告書等 

  指定管理者は、毎年度終了後、業務の実施状況、利用状況、経理の状況等を記載した事業報告書

を提出するほか、管理運営の状況について、市が指定した方法により定期的に報告することとしま

す。 

 

15 物品等の帰属 

 (1) 指定管理者が、指定期間中に市から支払われた指定管理料により購入した物品については、市

に帰属するものとします。ただし、利用料金制を採用する場合であって、利用料金収入により予

算の積算に含まれていない物品を購入した場合には、指定管理者に帰属します。この場合、事前

に市と協議が必要となります。 

 (2) 指定管理者は、市が所有する物品については、「盛岡市財務規則」に基づいて、善良な管理者の

注意をもって使用し、また、常に良好な状態で使用ができるように保管しなければなりません。 

 

16 リスク分担 

指定管理者と市のリスク分担は、原則として次のとおりとします。 

段 階 リスクの種類 リスクの内容 
負担者 

市 指定管理者 

共 通 
法令等の変更 

指定管理者が行う管理運営業務に及ぼす法令

等の変更 
協議事項 

不可抗力 自然災害等による業務の変更、中止、延期 協議事項 

申請・準

備段階 

申請コスト 申請費用の負担  ○ 

準備コスト 業務引継ぎに要する費用の負担  ○ 

運営段階 
施設競合 施設競合による利用者減、収入減（※１）  ○ 

需要変動 当初の需要見込みと異なる状況（※１）  ○ 
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運営費の変動 

燃料購入単価及び電気料金単価の変動に伴う

燃料費の変動（※２） 
 

○（基準

内） 

公共料金の料金改定に伴う光熱水費の変動 

 
協議事項 

上記以外で、市以外の要因による運営費の変

動 
 ○ 

施設の休館 
施設・設備の大規模改修等による長期間の休

館 
協議事項 

施設・設備の損

傷 

管理上の瑕疵による施設・機器等の損傷  ○ 

上記以外による施設・機器等の損傷（※３） ○ ○ 

債務不履行 
施設設置者（市）の協定内容の不履行 ○  

指定管理者による業務及び協定内容の不履行  ○ 

損害賠償 

管理上の瑕疵による事故及びこれに伴う利用

者への損害 
 ○ 

施設、機器の不備による事故及びこれに伴う

利用者への損害 
協議事項 

運営リスク 

管理上の瑕疵による臨時休館等に伴う運営リ

スク 
 ○ 

施設、機器の不備や火災等の事故による臨時

休館等に伴う運営リスク 
協議事項 

 

※１ 利用料金制を採用する場合のみ適用されます。 

※２ 基準を超過した部分の燃料費及び電気料金については、市と指定管理者の協議によりリスク分担を決定しま

す。 

※３ 年度協定において定める年間修繕料を上回る修繕及び１件あたり５万円（消費税及び地方消費税を含む）を

上回る修繕は、市との協議事項とします。 

 

17 利用料金 

 (1) 利用料金制 

   利用料金については、地方自治法第 244条の２第８項の規定に基づく「利用料金制」を採用し

ますので、指定管理者の収入として収受できます。 

 (2) 利用料金の設定 

   利用料金については、条例で定める額を上限として設定してください。指定管理者は利用料金

の設定に当たっては、利用率の向上、サービスの向上に配慮するようにしてください。 

   なお、実際の利用料金については、指定管理者が市長の承認を得て定めることになります。 

 (3) 利用料金の減免 

   利用料金については、一定の基準で減免をしているものがあります。条例で定めるほか、別途

スポーツ施設減免基準等で定める内容が対象となります。 

   なお、減免が適用される対象者は、施設窓口において利用料減免申請を行いますので、指定管

理者において減免の許可を行うことになります。 

 (4) 盛岡体育館トレーニングルームとの料金の精算 

   盛岡体育館トレーニングルームと総合アリーナトレーニング室の回数使用券は、共通の利用を

可能としていることから、それぞれの施設で他施設の利用券をもって入場した利用料は、トレー

ニング施設利用料金精算事務取扱要領に基づき精算することとします。 

 (5) スポーツツーリズム推進事業による利用料金収入への影響について 

   市が実施するスポーツツーリズム推進事業により、利用料金の減免及び一般利用の制限による

利用料金収入への影響が見込まれます。この影響により、利用料金収入の見込みと実績が著しく

異なる場合においては、市と指定管理者で協議の上、対応を決定します。なお、各年度における

影響額は、年度協定書において定めます。 
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 ※ 利用料金の取扱いについて 

   利用料金は、原則として精算しないものとします。ただし、単年度の利用料金収入の決算額が、

当該年度の収支予算書における利用料金の見積額を大幅に上回る場合、見積額と決算額の差額の

うち一定程度を、施設利用料の割引の拡大、無料開放日の設定、備品の購入や、施設設備や備品

の修繕などといった、施設利用者のサービス向上に振り向ける方策について、市から指定管理者

へ協議を申し入れるものとします。 

   協議を申し入れる際の基準等については、市と指定管理者が協議し、協定において定めるもの

とします。 

 

18 管理運営に係る経費 

  管理運営に関する経費は、市からの指定管理者に対して管理に要する費用（以下、指定管理料と

いう。）として支払われるもの及び施設の利用料金収入と、施設の管理により得た収入とで賄うこと

となります。 

 

19 管理に要する費用 

 (1) 指定管理料 

   市は、施設サービスの質が低下することがないよう、指定管理者に対して指定管理料を支払い

ます。 

   なお、指定管理料は、指定管理者の収支予算書における提案額を基本として、年度協定で定め

た額を予算の範囲内で支払うものとし、修繕費を除き、原則的に指定管理料の精算は行わないも

のとします｡ 

  ① 修繕費 

    市は、本施設の属するグループ施設全体の年間の修繕費の額を指定管理料に算入します。年

間の修繕費の額は、年度協定において定めます。 

    修繕費の実績が年間の修繕費の額と異なる場合の対応は、次のとおりとします。 

   ア 実績が年間の修繕費の額より下回った場合 

     指定管理者は、その差額を市に返納することとします。 

   イ 実績が年間の修繕費の額より上回る場合 

     市と事前に協議をした上で、状況に応じて次の対応を取ることとします。 

    (ｱ) 修繕に必要な額を、市から追加して支払うこととします。 

    (ｲ) 市が修繕業者との契約等により、直接修繕を実施することとします。 

    ※ 緊急を要する修繕については、指定管理者が利用料収入等の収益を充て実施しても構い

ません。ただし、その場合は、事前に市との協議が必要になります。 

  ② 行政財産の目的外使用許可部分の光熱水費 

    行政財産の目的外使用許可部分の光熱水費については、指定管理料に盛り込みますので、指

定管理者において市に代わり一括して電力会社等に支払いをしていただきます。 

 (2) 指定管理料の支払い 

   会計年度（４月１日から翌年３月31日）ごとに指定管理者の請求に基づき、２ヶ月ごとに分割

して支払います｡ 

 

20 業務の再委託 

  包括的な業務の再委託については、認められません。個別の業務の再委託については、事前に市

との協議が必要です。 
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21 帳簿書類等の保存年限 

  指定管理者として作成した帳簿書類は、その帳簿閉鎖の時から５年間保存するものとします。 

 

22 原状回復義務等 

 (1) 指定管理者は、施設又は設備の変更をしようとするときは、あらかじめ市と協議することとし

ます。また、当該指定管理者の指定の期間が満了したとき、又は指定を取り消されたときは、市

の指示するところにより、その管理を行わなくなった施設又は設備を原状に回復しなければなり

ません。 

 (2) 指定管理者は、施設、設備を汚損し、損傷し、又は亡失したときは、市の指示するところによ

り原状に回復し、又は損害を賠償しなければなりません。 

 

23 運営状況の監視と公表 

  市は、指定期間中、次の取組を基本としながら、指定管理者に対して施設の特性に応じて月報、

四半期総括書等の提出を求めます。また、施設ごとに定期的な巡回点検や確認を行い、運営状況の

把握に努めるとともに、一年度に一回以上、利用者や近隣住民等の意見を直接聴く場を設けるなど、

利用者の意見を幅広く聴き、その反映に努めます。 

 (1) 指定管理者が毎年度終了後に提出する事業報告書（地方自治法第 244条の２第７項）を検証し

ます。 

 (2) 市と指定管理者は、指定管理者制度導入施設における業務の履行状況確認等（モニタリング）

を実施し、その結果を公表します。 

 

24 要求水準 

  市が指定管理者に求める要求水準を次のとおりとします。 

  なお、最終的には、市と指定管理者が協議の上、基本協定書を締結するに当たって事業計画書に

数値目標（指標）を設定し、管理運営を行うものとします。 

  また、設定した数値目標（指標）は、指定管理者及び市による年度評価を実施する際の基準とな

るものであり、年度評価の実施後にはその結果を公表します。市では、モニタリング及び年度評価

の結果を踏まえ、指定期間終了の前年度に総括評価を実施し、その結果を公表します。 

 

項目 評価指標 

数値目標 

６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 

市民の平等

使用の確保 

平等使用に関する苦情 

（件） 
3 3 3 3 3 

サービスの

向上 

利用者数 

（人） 
194,000 194,000 194,000 194,000 194,000 

管理経費の

縮減 
指定管理料 

年度協定に

定める額 

年度協定に

定める額 

年度協定に

定める額 

年度協定に

定める額 

年度協定に

定める額 

適正な管理

運営 

利用者満足度 

（％） 
75.0 75.0 75.0 75.0 75.0 
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25 保険及び損害賠償の取扱い 

  指定管理業務の範囲内での指定管理者が負うべき賠償責任については、市が加入している「全国

市長会市民総合賠償補償保険」の対象となります。ただし、当該保険の賠償責任を超えることが想

定される業務がある場合は、指定管理者が独自に保険に加入してください。 

  また、施設内での自主事業等、指定管理者が独自に行う事業については対象外となりますので、

その規模等に応じ、想定される賠償責任に見合った保険に加入してください。 

  なお、市が加入している保険内容は次のとおりです。 

 (1) 保険名称  全国市長会市民総合賠償補償保険（賠償責任保険） 

 (2) 保険金額（てん補限度額） 

  ア 身体賠償  １名につき    １億円 

          １事故につき   10億円 

  イ 財物賠償  １事故につき  2,000万円 

  ウ 免責金額  なし 

 

26 施設の改修 
  本施設は、盛岡市公共施設保有最適化・長寿命化中期計画・同実施計画において今後大規模改修

等が予定されており、指定期間中に長期間休館となる場合がある。 

  この場合、指定管理料が減額となる場合があるが、施設の状況等に応じて改修規模や時期が変動

するため、別途、市と指定管理者で協議を行うものとする。 

  また、利用者への説明及び調整、工事期間中の管理運営等についても、市と協議し、必要な業務

を行うものとする。 

 

27 その他 

 (1) 市内中小企業への発注協力 

   市内地域経済の活性化を図るため、小規模修繕等の工事の発注、物品や役務の調達等に当たっ

ては、市内登録業者への発注を優先的に行うこととします。 

 (2) 協定の締結 

   市と指定管理者は、業務を実施する上で必要となる詳細事項について協議を行い、これに基づ

き協定を締結します。 

 (3) 引継ぎについて 

   指定管理者の指定は、議会において、議決を得た後に行われます。指定後速やかに現在の指定

管理者である公益財団法人盛岡市スポーツ協会との業務引継ぎに入っていただきます。 

   なお、業務引継ぎに要した費用は、全て指定管理者として指定された団体の負担とします。 

 (4) その他 

   議決を経るまでの間に指定管理者に指定することが著しく不適当と認められる事情が生じたと

きは、指定管理者に指定しないことがあります。 

   なお、議会の議決が得られなかった場合及び否決された場合においても、管理運営の準備のた

めに支出した費用については、一切補償しません。 

 

28 インボイス制度への対応について（令和５年 10月１日から施行） 

 (1) インボイスの取扱いに関すること。 

   指定管理者は、使用料又は利用料金を徴収した相手方からインボイスの交付を求められた場合
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は、インボイスを交付しなければなりません。ただし、利用料金制を導入している施設で、施設

の特性等により、インボイスの交付が必要ないと認められる場合は、この限りではありません。 

 (2) 交付の方法について 

   交付の方法については、消費税法に定めのある必要項目を網羅した任意の様式によりますが、

事前に市と調整しなければなりません。 

 (3) 発行後の処理について 

   指定管理者は、交付したインボイスの写しを施設所管課へ送付しなければなりません。ただし、

利用料金制を導入している施設の場合は、指定管理者が自らインボイスを交付した日の属する課

税期間の末日の翌日から２月を経過した日から７年間保管するものとします。 

 

Ⅱ 管理運営業務 

１ 施設等の運営に関する業務 

 (1) 施設及び設備の使用許可等に関する業務 

  ① 貸館計画の管理、調整 

  ② 予約の受付（ web予約システムが導入された場合には、この対応を含む。） 

  ③ 使用許可申請書の受理、使用許可書・使用券の交付等 

 (2) 利用料金の設定及び収受に関する業務 

  ① 利用料金の徴収、減免の決定等 

  ② 利用料金の設定、利用者への周知 

 (3) 施設等の利用に関する窓口相談に関する業務 

  ① 窓口対応、館内案内 

  ② 各種問い合わせへの対応 

  ③ 要望や苦情、トラブル等への対応 

 (4) ネーミングライツ・パートナーの周知に関する業務 

  ① 積極的な愛称の使用（窓口、電話応対、印刷物） 

  ② 館内放送を利用した周知 

  ③ 利用団体等への愛称利用呼びかけ 

 

２ 施設等の管理に関する業務 

  指定管理者は、利用者が安全に施設等を利用できるよう、次のとおり業務を行い、施設等の良好

な維持に努めなければなりません。 

  各業務の回数についてはおおよその目安となります。施設等の正常な機能を妨げ、利用者の活動

に支障をきたしたり、法令等に違反したりするような変更をすることのないよう注意してください。 

 (1) 施設等の維持管理及び修繕に関する業務 

  ① 消防設備保守点検業務（年２回） 

    自動火災報知設備、排煙関連設備、非常放送設備、誘導灯・誘導標識設備、避難器具、非常

照明の保守点検 

  ② 消火設備保守点検業務（年２回） 

    消火器及び消火設備の保守点検 

  ③ 館内外の巡回点検 

  ④ 施設等の管理、修繕 

  ⑤ 防火設備保守点検業務（年１回） 

 (2) 施設等の警備及び清掃並びに植栽の管理に関する業務 

  ① 夜間時等における施設の警備業務 
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  ② 館内外の清掃等 

   〔作業の基準〕 

日常清掃 毎日（休館日を除く） 

定
期
清
掃 

床の洗浄 月２回程度（場所により回数相違） 

床ワックス（諸室） 年３回程度（場所により回数相違） 

床ウレタンコーティング 年１回程度（アリーナ部分） 

高所窓ガラス 年２回 

ブラインド 隔年 

構
内 

敷地内の清掃・除草・草刈 清掃は雨天を除き毎日、除草・草刈は随時 

除雪 積雪量に応じて随時実施 

その他 トイレットペーパー、消毒液の補充等 

 

  ③ 廃棄物処理（週１回から２回程度） 

  ④ 植栽管理 

    敷地内の植栽について、枝きり・剪定等の手入れ及び病害虫防除のための薬剤散布等 

   〔作業の基準〕 

    樹木手入れ、薬剤散布及び施肥 各適宜 

 (3) 運動機器・放送設備等の操作、保守点検及び管理業務 

  ① 運動機器、放送設備等の操作指導業務 

  ② 運動機器、放送設備等の保守点検及び管理業務 

 (4) 電気、暖房設備操作、保守点検及び管理業務 

  ① 自家用電気工作物保安業務（隔月） 

    電気事業法、同施行規則及び保安業務受託規程等に基づく点検 

   〔設備の概要〕 

受電設備の内訳 非常用予備発電装置 

契約種別 需要設備容量 電圧 使用月 有無 電力 電圧 

標準電力 1,350KVA 6,600V 通年 有 200KVA 200V 

 

  ② 自家発電設備保守業務（隔月） 

    自家発電設備（非常電源）保守手入作業及び分解手入作業（点検を兼ねる。） 

  〔設備の概要〕 

発 電 

設 備 

原動機 三菱自動車工業㈱製 6D2Z-T 

発電機 三菱電機㈱製 CFC-D 

蓄電池

設 備 

蓄電池 日本電池㈱製 HS-150E 

充電装置 三菱電機㈱製 U-VRG-BSH3-PGH2 

 

  ③ 暖房用ボイラー 

   〔設備の概要〕 

    日立製作所真空ボイラー ＫＨ－Ａ６３０Ｓ－２ ２台 

   ア 運転、保守管理（暖房期間11月～翌年４月上旬） 

   イ 設備定期整備（月１回） 

   ウ 性能検査（年１回） 

   エ ばい煙量等（ばいじん・窒素酸化物（年２回）、硫黄酸化物（年６回）） 

  ④ 給湯用ボイラー 

   〔設備の概要〕 
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    マエダ製ボイラー ＲＫＶ－２５０Ａ－Ｔ５型 １台 

   ア 運転、保守管理 

   イ 設備定期整備（月１回） 

   ウ 性能検査（年１回） 

   エ ばい煙量等（ばいじん・窒素酸化物（年２回）、硫黄酸化物（年６回）） 

  ⑤ 地下タンク清掃及び気密試験（年１回） 

   〔設備の概要〕 

    地下タンク76,000リットル、サービスタンク 200リットル 

 (5) 環境衛生管理業務 

  ① 屋内空気環境の測定（年６回、６項目） 

  ② ねずみ、昆虫等の防除（年２回） 

  ③ 飲料水の水質検査（年２回） 

  ④ 飲料水末端給水栓の遊離残留塩素の検査（週１回） 

  ⑤ 貯水槽の洗浄消毒作業（年１回） 

  ⑥ 排水槽の清掃（年２回） 

  ⑦ 貯湯槽点検整備（年１回） 

 (6) 自動ドア設備保守点検業務 

  ① 定期点検（駆動装置、扉懸架部、電気、検出装置（年２回）） 

  ② 緊急保守（故障発生時の修理（随時）） 

 (7) エレベーター設備保守点検業務 

   定期点検（機械室、出入口、乗りかご、昇降路関係（月１回）） 

 (8) 照明制御システム保守点検業務 

  ① 操作盤（外観・確認・機能点検、電圧測定（年１回）） 

  ② 壁スイッチ・昼光センサー等（外観・機能点検（年１回）） 

 (9) 舞台照明機器保守点検業務 

  ① 照明器具関係（キャプタイヤケーブル、配線・端子・コンセント、レンズ等の点検、動作試

験（年１回）） 

  ② 調光装置関係（主幹盤、調光ユニットラック、操作卓の点検・動作確認・調整（年１回）） 

 (10) 音響設備保守点検業務 

   調整卓、入出力架・電力架・電力増幅器・音声補正イコライザー等の外観確認・清掃・機器動

作点検（年１回） 

 (11) 空調機器保守点検（いずれも年１回程度） 

  ① 暖房機器及び冷房機器（パッキン点検調整、モーター絶縁点検、炉内洗浄等） 

  ② 排送風機（ベルト点検、ベアリング点検、グリスアップ、外観点検、本体清掃） 

  ③ 熱交換ユニット（清掃、外観点検、モーター点検） 

  ④ 油系統補機、自動制御装置（点検調整） 

  ⑤ ブライン濃度（測定、分析） 

  ⑥ アリーナ空調機器（ヒートポンプエアコン、ジェットファン）及び集中制御機器（保守点検） 

 (12) 冷凍設備保守点検業務 

   冷房期間中の点検運転調整（年２回） 

  〔設備の概要〕ブライン冷凍機２台、冷却水ポンプ２台、冷却塔２基、ブライン循環ポンプ１台、

ブライン補給ポンプ１台、ブラインクッションタンク１基、ブライン貯槽 

 (13) トレーニングルームの管理業務 

    トレーニング機器の保守・点検 

 (14) 駐車場の保全、管理業務 

  ① 駐車の許可 

  ② 駐車場の管理業務 
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 (15) 工作物の管理業務 

  ① 電動ルーバー保守点検（年１回） 

  ② バトン電動昇降装置保守点検（動力制御盤及び操作盤、電動機・減速機、表示ランプ、ワイ

ヤーロープ、各種ボルト類、枝滑車、パイプの点検（年１回）） 

   〔設備の概要〕ワイヤー巻取り式バトン18本 

  ③ 外灯の清掃、補修（年１回程度） 

  ④ 工作物の点検 

 (16) 室内競技表示装置の管理業務 

   室内競技表示装置の保守・点検 

 (17) 備品の管理業務 

   備品の管理、修繕 

 

３ その他の業務 

 (1) 広報業務等 

  ① 紙媒体による広報活動 

   ア 市の広報紙を利用した行事や教室の宣伝活動 

   イ ポスター、チラシによる施設利用促進等の宣伝活動 

   ウ 類似公共施設のポスターの掲示やＰＲの相互協力 

  ② 電子媒体による広報活動 

    総合アリーナのホームページの開設 

   ア 施設の概要や料金等の案内 

   イ ホームページ上での行事や教室の宣伝活動 

   ウ 類似公共施設の行事や教室の掲載によるＰＲの相互協力 

  ③ 誘客・集客活動 

    稼動率向上のための誘客・集客活動 

   ア コンベンション・大会誘致のための活動 

   イ 合宿誘致活動 

   ウ スポーツツーリズム推進活動 

   エ ＳＮＳを活用するなどした効果的な集客活動の検討 

  ④ その他スポーツ推進制度の周知・協力活動 

   ア 「盛岡市スポーツ推進計画」に基づく各制度・事業についての周知・協力活動 

   イ 盛岡広域圏が一体となって推進するスポーツツーリズム推進についての周知・協力活動 

 (2) 施設等の管理運営に関する調査、研究及び資料の収集に関する業務 

  ① 岩手県スポーツ施設協会への加入及び総会・研修会出席 

  ② 類似公共施設の情報収集 

  ③ 統計基礎資料の作成（市からの作成依頼含む。） 

 (3) 管理計画書、事業報告書の作成業務 

  ① 毎年度開始前、業務の実施計画等を記載した管理計画書を作成 

    毎年度終了後、業務の実施状況、利用状況、経理の状況等を記載した事業報告書を作成 

  ② 管理運営の状況について、市が指定した定期的報告書類の作成（月次報告、年次報告） 

 (4) 市関係機関との連絡調整業務 

  ① 市への定期的な報告書類の提出 

  ② 緊急事態等における市や関係機関への通報（事故その他緊急案件） 

 (5) 指定管理期間前及び指定管理終了に当たっての引継ぎ業務 

   管理運営を円滑に行うための業務の引継ぎ 

 (6) 緊急時対策、防犯・防災対策マニュアルの作成及び職員指導業務 
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  ① あらゆる緊急事態、非常事態、不測の事態に対応するためのマニュアルの作成 

  ② 職員に対するマニュアルの周知徹底、災害時の対応についての随時訓練の実施 

 (7) 施設の管理運営全般のマニュアル作成業務 

  ① 窓口受付業務、設備等操作等のマニュアルの作成 

  ② 職員に対するマニュアルの周知徹底 

 (8) 職員に対しての運営管理に必要な研修業務 

  ① 管理運営に関する定期的な研修の実施 

  ② 公益財団法人日本スポーツ協会施設協会研修会への出席 

 (9) その他運営管理に必要な業務 

   国民の休日等、国旗の掲揚が必要な日における国旗の掲揚（半旗の掲揚を含む。） 


